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 19 日 文教厚生常任委員会

 24 日 議会全員協議会

 ８日 議会運営委員会

 ９日 議会全員協議会

 ９日 総務常任委員会

 ９日 建設経済常任委員会

 14 日〜 17 日 第２回定例会

 15 日 議会広報特別委員会

 23 日 中核病院を考える会特別委員会

 27 日 議会全員協議会

 29 日 議会全員協議会

 ６日 中核病院を考える会特別委員会

 14 日 議会広報特別委員会 

 21 日 議会広報特別委員会

 22 日 中核病院を考える会特別委員会

５　月

次の定例会は９月７日（水）開会予定です。傍聴をお待ちしています
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　３・11 は、生涯忘れられない日になるので

しょう。６月はじめ、市民の方々から寄せら

れた救援物資を車にぎっしり詰め込んで、岩

手県陸前高田市に行ってきました。岩瀬を朝

７時半に出発し、途中休憩を２回しただけで、

午後１時半には現地に着きました。きれいな

緑の野山が一変し、瓦れきだらけの津波跡。

テレビで見ていた風景のはずですが、生の迫

力は全く違います。

　重機が行き違い、ほこりだらけの片隅に、

救援センターがありました。さっそく荷物を

おろし、現地で一杯だけお茶をいただき、す

ぐ帰途につきました。これから夏に向かいま

す。必要とする救援物資もさまざまで、変化

します。まだまだ救援物資を必要としている

のは確かです。往復 900 キロ、岩瀬帰着は出

発から 13 時間後の夜８時半でした。

　６月末からは、桜川市民は、水戸以北の高

速道が無料になる被災証明書をもら

えます。多くの皆さんが、救援物資

を届けながら、津波被害の現状を見

ておくことも必要ではないでしょうか。
菊池伸浩


